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記 

 

１．監査対象   新庄市立小・中学校の平成２６年度の財務に関する事務の執行及び経営に係る 

         事業の管理について 

２．監査期間   平成２６年１０月８日～平成２６年１０月２９日 

 

監査の結果（指摘、要望事項） 措 置 の 内 容 

１．学校徴収金等の管理における通帳と印鑑の 

保管状況について、管理体制の改善が見られ

ほとんどの学校が通帳と印鑑を別々の鍵のか

かる場所に保管するよう改め、鍵の管理も同

一人にならないようにされているようだった

が、一部の学校に通帳と印鑑が同一の部屋で

同一人により管理されている状況が見受けら

れた。事故の未然防止の上からも、徹底した

管理体制の改善を図るよう努めること。 

 

 指摘された改善事項について、当該状況下の 

学校について改善指導を行い、通帳は公印以外 

の部屋で保管、印鑑の管理を行う者以外の者が 

その管理を行う事とし、１１月１１日より実施 

している。 

 

 

 


